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内容の要旨及び審査の結果の要旨
事象関連電位の１つである随伴陰性変動（CNV）は予期、注意、覚醒などを反映する神経生理学的
指標として研究されてきた。本研究ではＣＮＶ測定の至適刺激間間隔（ISI）と運動反応課題の有無
によるＣＮＶの差を検討した。さらにＣＮＶ発生メカニズムを探るためＣＮＶ測定時に９９mTc‐
HMPAOによるSPECTを用いて局所脳血流（rCBF）を検討した。
第１に、男性２０名を対象に､ＩＳＩの差異（2秒と５秒）と運動反応課題の有無から４条件のＣＮＶパ
ラダイム（条件ａ;ＩＳＩ２秒、運動反応課題あり、条件ｂ;ＩＳＩ２秒、運動反応課題なし、条件c;ＩＳＩ５
秒、運動反応課題あり、条件。;ＩＳＩ５秒、運動反応課題なし）を設定し、それぞれの早期成分およ
び後期成分の面積を１２部位（F3F4,Ｃ3,C4/113/I14P3P4,01,Ｏ２Ｆｚ,Cz）で検討した。
第２に、男性１０名を対象に、ＩＳＩ２秒、運動反応課題ありの条件で、ＣＮＶを負荷した時のｒCBF
を測定した。ほぼ対応する左右の前頭葉、側頭葉、頭頂葉、後頭葉と視床、尾状核、海馬に３２の関
心領域（ROI）を設定した。５名はＣＮＶ測定の３曰前に、残りの５名は３日後にＣＮＶ課題非負荷
時のｒＣＢＦを調べた。ＣＮＶ負荷によるｒCBFの変化およびＣＮＶと局所脳血流の相関について検討
した。得られた結果は以下の如くである。
ｌＣＮＶの早期成分と後期成分の面積は脳前方部分で大きかった。
2ＣＮＶの早期成分と後期成分の面積はISIが短いほうが長いものより大きかった。
3ＣＮＶの後期成分の面積はＩＳＩの長短にかかわらず、運動反応課題のあるもののほうが、ないもの
よりも大きかった。運動反応課題のあるＣＮＶの後期成分には運動準･備電位が含まれていることが
示唆された。
４局所脳血流はいずれの部位においてもＣＮＶ負荷時と非負荷時の間に、有意差はなかった。
5ＣＮＶ面積と局所脳血流の相関から、ＣＮＶ早期成分の発生に前頭葉が、ＣＮＶ後期成分の発生に
視床が関与していることが示された。
以上、本研究は、ＣＮＶの記録条件について基本的な検討を行い、ＣＮＶの発生部位を解明した、事
象関連電位の研究の発展に寄与する価値ある論文と評価された。
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